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０ 我が家をリフォームした大工さんの発言

訓練校の卒業生って、頭でっかち、マニュアル
どおりなんだよね。

結局、細かいところに気が回らないんだよ。

お客さんに文句いわれて、はじめてわかるん
だよね。



０－２ 職業訓練ってなに？

新卒・離転職者・(在職者)に訓練をし
訓練した分野の職場に「この人は仕事がで
きるんで雇ってください」と、お願いして就職さ
せる組織

仕事の現場では職業訓練修了生に
即戦力が求められている。

→ 職場ですぐ働けなければならない

→ 就職後は、だれも教えてくれない



１－１ 問題意識 １

以前の公共職業訓練は
実際の仕事に近い環境

現在は要素技能の習得のみ

理由 高度化・広範化

短期間化





１－２ 問題意識 ２

部材づくりの順序
作成した部材のおき順をどうするか
他の職種の職人とのコミュニケーションをどうとるか
いつ・どこに足場を組むか
部材づくりと組み立てをどの程度オーバーラップする
か
現場での補修をどうするか

このようなことを学習できなくなった



１－３ 問題意識 ３

即戦力がどのような能力か、
具体的なイメージがない。

即戦力を養成する
訓練方法が確立されていない。



２－１ 職務遂行能力の仮説
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図 1 職務遂行能力の概要 



２－２ 実際の仕事に適用する能力

訓練内容を実際の仕事に活用できる 

仕事に必要な個々の知識、

技能、態度を有している 
学習したことを使って、実

際的な仕事ができる 
③学んでいないこと

でも、仕事に活かすア

イデアを生み出せる 

②仕事の目的に応じて、方

法・品質・コストのバランス

の良い仕事を段取りできる 

6)適切な段取りを決定
できる 

5)さまざまな仕事のし
かたを想定できる 

①個別に学習した知識・技能・

態度の要素を統合して実際の

仕事に適用できる 

2)個々の学習内容と実
際の仕事のつながりを

関連づけられる 

3)学習内容を組み合わせるこ
とで、どのような作業ができ

るのかをイメージできる 

4)実際の仕事を個々の
能力要素に分解して考

えられる 

1)実際の仕事の場面を
想定できる 

7)これまでの学習した
方法でできることでき

ないことを識別できる 

9)既存の方法を自分で
学習できる 

10)新しいアイデアを
生み出せる 

8)既存の方法がないか
検索できる 

参考: 
目標分析図は、最上位の能力を発揮

するのに必要な能力の構造を示して

いる。矢印の先の能力がなければ、

矢印の元の能力を発揮できないこと

を表している。つまり、矢印の先に

ある能力から順に学習してゆけばよ
いことを示している。 

図 1 職務遂行能力の目標分析図 



３－１ 職務遂行能力指導モデル

第１段階 仕事と要素作業の結びつけ段階

第２段階 要素作業の習得と統合の段階

第３段階 要素作業を
実際の仕事に適用する段階



第１段階 仕事と要素作業の結びつけ段階

実際の仕事を提示

実際の仕事を要素作業に分解して提示

実際の職場で、どのような手順で仕事が進め
られているのかを提示。

・実際の仕事の場面をイメージできる

仕事の手順の中に、これから学ぶべき要素作
業がどのように組み込まれているのかを提示
する。

・実際の仕事で、学習内容がどう使われてい
るかをイメージできる

・個々の学習内容を組み合わせることで、ど
のような範囲の仕事ができるのかをイメージ
できる



第２段階 要素作業の習得と統合の段階

要素作業の訓練

要素作業を組み合わせた統合課題の訓練

仕事に必要な要素作業を順に習得させる。製
品の部分として提供可能な品質・時間に配慮
する。

（個々の学習内容に関する能力）

要素作業を統合して製品を製作する。要素作
業を組み合わせることで、製品を提供できるこ
との確認、製品として提供可能な品質に配慮。
この段階では、コストや効率などにこだわる必
要はない。

・実際の仕事を個々の学習内容に分解して考
えられる



第３段階 要素作業を
実際の仕事に適用する段階

実際の仕事を進めるための計画法の提示

製品課題による実際の仕事の計画演習

製品課題の実現可能性の検証

実際の仕事を進める上での計画手法を指導する。企画・設
計・工程考案・コスト・商品としての可能性等の計画方法、関
連情報の収集方法の指導、一般的な計画法でなく、学習内
容－仕事領域に特化した情報の提供

・これまでに学習したことで、「できる」、「できない」を判断で
きる

・学んでいないことでも、既存の方法がないか検索できる

・学んでいないことでも自分で学習できる

実際の仕事を想定して製品を提供する企画・設計・工程考
案・コスト・商品としての可能性等を計画することだけ繰り返
し演習

その中で、最適なものを選択して、検証する

・仕事の目的・方法・品質・コストに配慮して、いくつかの仕事
の段取りをイメージできる

・既存の方法がなくても新しいアイデアを生み出せる

製品課題を計画通りに商品として提供できるかを検証するた
め実際に製品作りをして検証する
・いくつかイメージした仕事の段取りの中で、最も現実的な段
取りを決定できる



４ 職務遂行能力指導モデル適用例

第１段階 仕事と要素作業の結びつけ段階

第２段階 要素作業の習得と統合の段階

第３段階 要素作業を
実際の仕事に適用する段階









第１段階 仕事と要素作業の結びつけ段階

第２段階 要素作業の習得と統合の段階

第３段階 要素作業を
実際の仕事に適用する段階







第１段階 仕事と要素作業の結びつけ段階

第２段階 要素作業の習得と統合の段階

第３段階 要素作業を
実際の仕事に適用する段階
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